
安芸消防署新庁舎整備に係る説明会
日時 令和７年３月２５日１９時～２０時
場所 海田町役場１階 多目的室

新庁舎外観イメージ

海 田 町
広島市消防局
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現庁舎と建設予定地

 現在の安芸消防署は大正交差点付近に所在し、以前は「海田地区消防組合消防本部」の本部庁舎として使用
 建設予定地は、「旧海田町営プール跡地」で、現在「海田中学校グラウンドの一部」として使用

１ 建替えの経緯等

【庁舎概要】
S４４年建築
ＲＣ５階建て

【現庁舎敷地】
所 在 地 安芸郡海田町堀川町
敷地面積 1,002.98㎡

【新庁舎敷地】
所 在 地 安芸郡海田町幸町
敷地面積 5219.37㎡
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建替えの必要性

 現庁舎は、①老朽化、②狭あい化、③防災拠点機能不足、④バリアフリー化が十分でない等の課題
 令和１０年度にはコンクリートの耐用年数である築６０年を迎える

１ 建替えの経緯等

① 老朽化 ② 狭あい化

③ 防災拠点機能不足 ④ バリアフリー化が不十分

写真差し替え

例）屋上面の劣化 例）車庫内に置かれた資機材

例）発電設備の容量不足 例）庁舎内階段
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建設予定地の検討

 ４つの候補地について、規模、立地、事業費の評価項目を設定し、比較検討
 最も評価の高い「旧海田町営プール跡地（安芸郡海田町幸町）」を建設予定地に決定

１ 建替えの経緯等

評価項目
① ② ③ ④
現在地 矢野出張所

敷地
旧海田町営
プール跡地

矢野おりづる園
北側未利用地

規模（敷地面積） △ ◎ ◎ ◎

立
地

円滑な出動の
確保 △ ◎ ◎ ◎
幹線道路への
アクセス性 ◎ ◎ ◎ △

配置バランス ○ ○ ◎ ○
防災拠点としての
安全性 △ △ △ △

事業費 ○ △ ◎ ○
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参考）基本設計と実施設計
 基本設計では配置や規模など大まかな概略を示した資料を作成
 実施設計では、細かな寸法や材料など、より詳細な検討を行い、工事の行うための図面を作成

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

基本設計 実施設計
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新庁舎コンセプト

新庁舎のコンセプトは、次の１１項目とします。

災害出動・訓練

１ 迅速かつ安全な出動体制を備えた庁舎

２ 多様な消防・救助訓練機能を備えた庁舎

防災拠点施設

３ 防災拠点として機能維持に必要な構造等を備えた庁舎

４ 災害活動拠点として必要な機能を備えた庁舎

住民対応・広報

５ 来庁者の利便性・安全性を備えた庁舎

６ 住民の防火思想等の普及啓発に資する庁舎

執務・生活

７ 機能的で快適な執務・生活環境を備えた庁舎

８ セキュリティ機能を備えた庁舎

地球環境
周辺環境

９ 地球温暖化に配慮した庁舎
10 ライフサイクルコストの縮減を考慮した庁舎
11 周辺環境に配慮した庁舎

２ 新庁舎の概要（実施設計案）
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配置計画

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

利便性・安全性高めるプロムナード

 敷地の西側には、南北のいずれからも、
出入りのできる歩行者専用通路として
プロムナードを設置

 歩行者と車両が交錯しないように安全
性を確保

環境に配慮しつつ機能性のある緑地

 敷地の南側には、環境への配慮として緑地を
設け、平時には安全に訓練等を見学できるス
ペースとして活用しつつ、防火・防災に関する
情報を掲示し、啓発の場としても活用

 災害時には応援車両の駐車スペース等として
活用

円滑な出動等を考慮した庁舎配置

 北側の県道への出動のしやすさと、南側の住
宅地との離隔距離を考慮して北側に配置

 出動車両と来庁車両の動線が交錯しないよう
南側を来庁車両の出入口

活動能力向上に資する訓練棟

 庁舎の南側には、鉄筋コンクリート
造2階建ての訓練施設を整備

 職員の訓練のほか住民が煙体験
や消火体験のできる施設

構 造:鉄筋コンクリート
階 数:３階建て
延べ床面積:約3,200㎡
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立面計画

 庁舎は３階建てとし、高さを低く抑えることで、周辺への圧迫感や、日影の影響を考慮
 西国街道の町家を連想するとともに、海田町の公共施設との調和も図った外観

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

片流れの屋根コンクリート打ちっぱなし

海田町役場

千葉家住宅

基本設計

実施設計
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防災計画

 大規模災害時には安芸区及び３町の災害活動の拠点となり、情報収集・指揮・命令機能を担う
 他都市からの消防応援部隊だけでなく、自衛隊・警察との合同調整所を設置

自衛隊

警察

消防

安芸消防署を拠点とし
合同調整所を設置

災害活動方針等を
検討・決定

平成30年7月豪雨 現地指揮所

現地への指揮・調整

平成30年7月豪雨合同調整所

２ 新庁舎の概要（実施設計案）
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防災計画
 地震対策として、低層化を図るとともに、耐震基準の1.5倍の強度となる構造を採用
 災害時の復旧までの間の機能維持のため、自家発電設備(電力)・受水槽(上水) ・緊急貯留槽(下水)を整備
 浸水対策として止水板を設置し軽微な浸水は防ぎ、大規模浸水に備え主要な諸室や重要設備は２階以上に配置

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

車庫・エントランス

災害応急対策室

災害応急対策室
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外構計画（東側・西側・南側）

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

【南側】
 南側は一般車両出入口となっていることから、
歩行者や車両の安全な通行を考慮して、視
認性のあるメッシュフェンスとする。

【東側】
 訓練の見学や開放感を確保するため、
視認性のあるメッシュフェンス（庁舎
裏:目隠しフェンス）とする。

【西側】
 消防署敷地からの視線の遮蔽、
通風を確保するため目隠しフェン
スとする。
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外構計画（北側）

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

 住戸に面する部分については、遮音壁とする。

 出動出入口付近は、歩行者や車両の安全な通行を考慮して、
視認性のあるメッシュフェンスとする。

 出動出入口に、文字とパトランプで緊急車両が出動してくることを
知らせる「出動表示灯」を設置し、出動する際にはこの出動表示
灯を作動させ、歩行者に対して注意喚起を行います。

 また、出動の際は、可能な限り隊員が、直接、歩行者の安全を
確認しながら出動します。

隊員による安全確認
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東方面（寺迫、中野）への出動
 交差点をUターンしないことで時間短縮が図られるよう中央分離帯を除去するとが可能か道理管理者と協議
 除去に伴い施錠されたフェンスの設置が必須で、開錠作業などを踏まえると、出動時間の短縮は見込めない

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

赤線部分にフェンス設置

中央分離帯に設けられたフェンスの例（西区観音本町）
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参考）佐伯消防署の例

２ 新庁舎の概要（実施設計案）

交差点

西広島バイパス高架

西広島バイパス高架

 中央分離帯の一部を除却し、通常は、ロープで一般車両の通行を規制
 直近に安全に展開できる交差点があるため、中央分離帯の除却部分から出動することはない

佐伯消防署
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通学路の指定

 プロムナードを通学路として指定することに関して、海田町教育委員会と協議を行っている。
 公有財産管理上の課題等について整理を進めるとともに、通学路としての安全性等を確認した上で判断する。

２ 新庁舎の概要（実施設計案）
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今後のスケジュール

 令和５年度から建替え事業に着手し、令和６年５月末に基本設計が完了し、現在、実施設計に着手
 令和８年度から建設工事に着手し、令和１０年度の運用開始を予定

３ 今後のスケジュール

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

基本設計

実施設計

建設工事

解体工事
（現庁舎）

本日 運用開始
予定

令和８年度 令和９年度 令和10年度

建設工事

契約手続き 工事(約24か月)

工事業者決定

10月頃 11月頃

移転

運用開始
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質疑応答
御質問のある方は挙手をお願いします。
マイクをお持ちしますので、マイクを使っ
てお話しいただくよう、お願いします。


